
Q　
保
育
料
の
減
免
が
拡
充
さ
れ
る
が
、一

人
親
世
帯
で
※
み
な
し
適
用
さ
れ
る
と
ど

う
な
る
か
。※
未
婚
の
一
人
親
世
帯
を
死
別
や
離

婚
で
の
一
人
親
世
帯
と
み
な
す
事
。

A　

年
収
200
万
円
程
度
で
も
保
育
料

2
万
２
千
円（
3
歳
以
上
）を
徴
収
し
て
い

る
が
、み
な
し
適
用
す
る
と
０
円
と
な
る
。

　
み
な
し
適
用
に
当
た
っ
て
は
、そ
の
よ
う

な
世
帯
を
抽
出・調
査
し
た
上
で
効
果
的
と

認
め
ら
れ
、財
政
状
況
が
許
せ
ば
導
入
を
考

え
た
い
。

Q　
西
軽
井
沢
か
ら
、か
り
ん
道
路
に
通
じ

る
東
原
西
軽
井
沢
線
の
進
捗
状
況
は
。

A　
現
在
、概
略
設
計
段
階
で
あ
る
。

　
実
現
に
向
け
て
都
市
計
画
街
路
の
変
更

な
ど
課
題
が
多
い
が
、一
部
区
間
は
入
向
原

地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
と
合
わ
せ
計

画
し
て
い
る
。残
り
区
間
に
つ
い
て
は
段
階

的
に
進
め
た
い
。

Q　
平
和
台
県
営
住
宅
用
地
内
の
道
路
が

無
償
譲
渡
さ
れ
る
が
、残
地
取
得
の
状
況

は
。

A　
県
の
担
当
者
と
協
議
中
で
、こ
れ
か
ら

不
動
産
鑑
定
を
行
い
単
価
が
決
定
さ
れ
る
。

現
時
点
で
は
、年
度
内
に
売
買
契
約
を
結
ぶ

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

Q　
平
和
台
町
営
住
宅
跡
地
の
分
譲
計
画

面
積
は
1
区
画
ど
の
く
ら
い
か
。

A　
町
の
開
発
指
導
要
綱
に
準
じ
て
、250
㎡

以
上
で
あ
る
。

Q　
塩
野
区
内
線
の
拡
幅
場
所
は
ど
こ
か
、

ま
た
待
避
所
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

A　
浅
間
神
社
西
側
の
100
ｍ
程
の
部
分
で

用
地
取
得
が
で
き
た
の
で
工
事
を
行
う
。

　
9
カ
所
の
待
避
所
要
望
が
あ
る
の
で
、毎

年
数
箇
所
ず
つ
整
備
し
て
い
き
た
い
。

Q　
面
替
地
区
地
域
振
興
基
金
で
、発
電
機

と
バ
ッ
ク
ホ
ー
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、ど

の
よ
う
な
利
用
を
考
え
て
い
る
の
か
、ま
た

バ
ッ
ク
ホ
ー
使
用
時
に
事
故
が
発
生
し
た

時
の
町
の
対
応
は
。

A　
発
電
機
は
、消
防
計
画
規
格
で
は
投
光

器
２
～
３
器
程
し
か
供
給
で
き
な
い
の
で
、

災
害
時
に
人
が
集
ま
り
一
夜
を
過
ご
し
、テ

レ
ビ
な
ど
か
ら
も
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
大
き
め
な
も
の
を
選
定
し
た
。バ
ッ
ク

ホ
ー
は
、道
普
請・除
雪・水
路
の
土
砂
上
げ

な
ど
に
使
用
予
定
で
あ
る
。

　
バ
ッ
ク
ホ
ー
使
用
時
の
事
故
に
つ
い
て

は
、区
の
行
事
中
の
事
故
で
あ
れ
ば
町
が
掛

け
て
い
る
保
険
な
ど
も
あ
る
が
、そ
の
他
の

事
故
に
関
し
町
は
タ
ッ
チ
し
な
い
の
で
、

ル
ー
ル
な
ど
は
区
で
決
め
て
も
ら
う
。

Q　
公
共
下
水
道
終
末
処
理
場
の
長
寿
命

化
工
事
の
内
容
は
。

　
ま
た
、町
民
の
森
の
ホ
テ
ル
計
画
で
の
下

水
道
工
事
費
の
見
込
み
は
。

A　
前
回
管
理
棟
を
工
事
し
、今
回
沈
砂
池

汚
泥
棟
と
塩
素
混
和
棟
の
工
事
を
行
う
が
、

こ
れ
で
長
寿
命
化
工
事
は
終
了
す
る
。

　
ホ
テ
ル
へ
の
下
水
道
延
長
は
約
600
ｍ
で
、

事
業
費
は
5
千
万
円
程
を
見
込
む
が
、協
力

金
な
ど
も
相
談
し
進
め
て
い
き
た
い
。

Q　
町
長
の
減
給
は
、過
去
に
４
回
行
わ
れ

て
い
る
が
、減
給
の
理
由
は
。

A　
１
回
目
は
、職
員
に
よ
る
消
防
団
の
会

計
不
正
処
理
、２
回
目
は
、苗
畑
跡
地
の
焼

却
場
建
設
の
中
止
に
よ
り
、小
諸
市
と
軽
井

沢
町
に
１
千
400
万
円
ず
つ
清
算
し
た
責
任

に
よ
る
も
の
、３
回
目
は
職
員
に
よ
る
下
水

道
の
賦
課
漏
れ
、４
回
目
は
、ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。

Q　

減
給
を
行
な
っ
た
か
ら
責
任
が
終

わ
っ
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
い
。町
長
の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

A　
職
員
の
人
事
配
置
に
苦
慮
し
て
い
る

部
分
が
あ
る
。今
後
は
、過
去
に
発
生
し
た

職
員
の
処
分
を
課
長
、係
長
な
ど
が
理
解
し

た
上
で
指
導
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と

考
え
て
い
る
。全
職
員
の
総
力
を
発
揮
し
て

多
く
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q　
町
社
協
へ
の
事
務
費
補
助
金
の
増
額

理
由
は
。

A　
28
年
度
は
社
協
に
２
名
の
職
員
を
派

遣
し
、社
協
の
福
祉
係
の
２
名
分
の
賃
金
の

補
助
を
し
て
い
た
。29
年
４
月
か
ら
派
遣
職

員
が
１
名
と
な
っ
た
た
め
、社
協
職
員
３
名

平
成
29
年
度
補
正
予
算

平
成
29
年
度
補
正
予
算

条
　
例
　
改
　
正

条
　
例
　
改
　
正

（審議内容の一部を掲載しました。）

旧メルシャンのインフォメーション棟下水道終末処理場

㈱アマナとのコラボ事業が始動へ公共下水道終末処理場が長寿命化完了へ

総務福祉文教町民建設経済

分
の
賃
金
を
補
助
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Q　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
助
成
金
は
区
か

ら
の
申
請
か
。ま
た
、申
請
を
し
た
が
不
採

択
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る
か
。

A　
29
年
度
は
５
件
の
申
請
が
あ
り
、栄
町

区
が
採
択
と
な
っ
た
。塩
野
区
と
馬
瀬
口
区

は
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
へ
回
付
さ
れ

地
域
活
動
助
成
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

不
採
択
は
広
戸
区
と
消
防
団
の
消
防
事
業

で
あ
る
。

Q　
ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
と
29
年
度
の

お
礼
品
の
返
戻
率
な
ど
は
。

A　

28
年
度
実
績
は
９
千
340
万
円
で

１
千
644
件
で
あ
っ
た
。国
か
ら
は
返
戻
率
が

30
％
を
超
え
な
い
よ
う
に
と
あ
る
が
、現
在

も
40
％
で
設
定
し
て
い
る
。近
隣
市
町
村
の

状
況
を
確
認
中
で
あ
り
、今
す
ぐ
に
30
％
に

引
き
下
げ
る
事
は
考
え
て
い
な
い
。

Q　

旧
メ
ル
シ
ャ
ン
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
棟
の
改
装
に
地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
と
整
備
事
業
債
な
ど
を
使
用
し
、交

付
金
以
外
は
ア
マ
ナ
に
負
担
し
て
も
ら
う

と
い
う
こ
と
だ
が
、回
収
の
期
間
は
。

A　
コ
ー
ヒ
ー
事
業
の
拠
点
施
設
の
交
付

金
以
外
は
基
本
的
に
ア
マ
ナ
が
負
担
を
す

る
。起
債
の
償
還
は
10
年
程
度
と
考
え
て
い

て
、10
年
で
借
り
入
れ
た
場
合
は
、10
年
で

回
収
す
る
予
定
で
あ
る
。
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